
　日本の産業技術総合研究所地質調査総合センター ( 旧
地質調査所 ) は 20 万分の 1スケールで日本のほぼ全土を
カバーするデジタル
地質図をリリースし
ました。各図幅は経
度 1度×緯度 40 分の
領域で、UTM 座標参
照系に投影されていま
す。これらのデジタル
地質図は、様々な入力
手法で数値化された数
値データを TNTmips
を使って統一的に編纂
したものです。地図は
最新の地質情報にアッ
プデートされており、
ライン属性はデータ全体にわたって統一されています。
2001 年より 4年がかりで 124 個の図幅のデータセット
が作られました。

　ベクタデータは TNTmips プロジェクトファイル (RVC
形式 ) および TNTmips より出力されたアメリカ地質調査
所の DLG 形式とシェイプファイル形式で出力されていま
す。2種類の TNT ベクタオブジェクトが各図幅毎に用意
されています。地質図ポリゴンと、断層線などのライン
データです。下の図は図幅データの一部です。この図の
ポリゴンのテキストラベルは TNT 空間データ表示処理に

日本のデジタル地質図

日本の数値地質図のサンプル。ここに表示されているポリゴンとラインのスタイルは TNT プロジェクトファイルのベクタオブジェクトで提供されています。
このレイヤは元の地図と同じ縮尺 (20 万分の 1) で表示されています。

よって自動生成したものです。裏面に掲載している地図
レイアウトは、ある 1つの図幅の全体を含みます。デー
タと一緒に提供されているメタデータから「マルチオブ
ジェクト凡例」を使って作成しました。各図幅毎にベク
タデータからレンダリングされた画像ファイル (GIF と
JPEG) も用意されており、起伏陰影が付いているものと付
いていないものがあります。

　これらの数値地質図はエリア毎に合計 7枚の CD-ROM
で配布されています。CD-ROMは地質調査総合センター
(www.gsj.jp/Map/EN/dgm.htm) より購入可能です。

http://www.gsj.jp/Map/EN/dgm.htm
http://www.opengis.co.jp/techguidej/64intlegend_J.pdf


日本地質図の「姫路」の図幅

日本地質調査総合センター「20 万分の 1 日本数値地質図幅集『中国東部、中国中部
及び四国』」(DGM G20-6)


